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平
成
17
年
度
は
、
雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
「
生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い

日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。

3
月
7
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成
17
年
雲
南
市
3
月
定
例
議
会
で
、
冒
頭
、
速
水
雄
一

市
長
は
次
の
と
お
り
所
信
表
明
し
ま
し
た
（
要
旨
）。

平
成
１７
年
度

施

政

方

針

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
大
幅
な
削
減
な
ど
厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
る
中
、
平
成
１７
年
度
は
、

よ
り
一
層
、
市
民
と
行
政
の
新
た
な

関
係
の
構
築
を
求
め
、
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
地
域
経
営
の
改
革
と
、

そ
の
推
進
基
盤
で
あ
る
行
財
政
の
改

革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

雲
南
市
に
お
い
て
自
治
と
分
権
の

新
し
い
胎
動
を
力
強
い
も
の
と
し
て

い
く
た
め
、
平
成
１７
年
度
を
「
改
革

元
年
」
と
位
置
付
け
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
勇
気
を
持
っ
て
進
め
る

こ
と
を
断
固
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
進
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
同
じ
目
標
を
持
ち
、
課

題
を
そ
れ
ぞ
れ
が
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
目
標
と
な
る

指
針
を
、
平
成
17
年
度
か
ら
着
手
す

る
雲
南
市
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
と
創
り
あ
げ
る

所
存
で
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
、

次
の
改
革
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

●
緊
急
性
や
住
民
ニ
ー
ズ
、
費
用
対

効
果
、
計
画
熟
度
な
ど
総
合
的
な

判
断
に
よ
り
、
た
と
え
継
続
事
業

で
あ
っ
て
も
凍
結
を
含
め
た
事
業

の
総
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
近
年
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に

伴
う
行
政
組
織
の
肥
大
化
に
あ
っ

て
、
行
政
施
策
の
任
務
分
担
の
見

直
し
を
行
い
、
補
助
金
や
委
託
料

の
見
直
し
と
併
せ
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

●
固
定
資
産
税
率
の
統
一
に
向
け
た

調
整
や
税
等
の
徴
収
の
向
上
、
公

共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
歳

入
確
保
や
受
益
者
負
担
の
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
に
合

わ
せ
、
新
産
業
創
出
に
よ
る
雇
用

機
会
と
税
財
源
の
確
保
対
策
を
進

め
ま
す
。

●
業
務
コ
ス
ト
の
比
較
に
よ
る
事
務

事
業
の
思
い
切
っ
た
外
部
委
託
、

本
庁
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

事
務
処
理
の
合
理
化
、
事
務
事
業

の
早
期
統
一
に
よ
る
事
務
処
理
単

純
化
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
、

フ
ラ
ッ
ト
制
の
推
進
な
ど
人
件
費

を
は
じ
め
物
件
費
等
の
経
常
経
費

の
削
減
を
進
め
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
の
推

進
機
関
、体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
情
報
公
開
の
徹
底

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
市
政
懇
談

会
を
持
ち
、
平
成
17
年
度
予
算
を
踏

ま
え
た
事
業
の
実
施
計
画
や
財
政
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
６
月
か
ら
９
月
の
間
、
10

人
以
上
で
自
主
的
に
構
成
さ
れ
る
市

民
活
動
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
の

皆
様
の
ご
希
望
に
よ
り
、
個
別
に
懇

談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
や
場
を
通
じ
市
民
の
皆
様
へ
の

情
報
提
供
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

②
財
政
の
健
全
化

合
併
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
に
つ

い
て
は
、
事
務
所
分
散
や
旧
町
村
か

ら
の
類
似
施
設
が
多
種
に
わ
た
っ
て

お
り
、
事
務
事
業
の
統
廃
合
、
行
政

組
織
、
行
政
事
務
処
理
の
効
率
化
な

ど
の
経
費
削
減
効
果
が
ま
だ
実
態
と

し
て
表
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

加
え
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
、

今
後
も
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
17
年
度
は
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
を
す
す
め
る
た
め
、
庁

舎
内
に
お
い
て
「
行
財
政
改
革
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ

せ
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策

定
と
併
せ
、
取
り
組
み
を
早
急
に
進

め
る
所
存
で
す
。

③
雲
南
市
民
の
総
力
の

結
集
に
よ
る
地
域
の
一
体
化

地
域
経
営
や
行
財
政
の
改
革
を
進
め

る
に
は
、
何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
総

力
の
結
集
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
為
、
そ
し
て

お
互
い
の
為
、
共
同
体
で
あ
る
雲
南
市

の
為
に
役
割
を
負
担
し
合
い
な
が
ら
改

革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
力
の
総
結
集
を
何
卒
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち

・
地
域
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

地
域
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
一

体
に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
意
見
、
提
言

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
地
域
委

員
会
」
の
設
置
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

地
域
自
主
組
織
、
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体

を
「
市
民
活
動
団
体
」
と
位
置
付
け
、

市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
及
び
市
が

そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

補
完
し
あ
っ
て
社
会
貢
献
を
し
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
「
協
働
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
新
た
に
「
地
域
振
興
補
助
金
制
度
」

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
快
適
生
活
の
た
め
の
機
能
と

自
然
あ
ふ
れ
る
生
活
空
間
が

共
生
す
る
ま
ち

・
雲
南
市
地
域
防
災
計
画
・

市
民
バ
ス
交
通
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

消
防
・
防
災
・
安
全
対
策
と
し
て

「
雲
南
市
地
域
防
災
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
、
防
災
体
制
の
充
実
に
努
め

る
ほ
か
、
市
民
バ
ス
の
地
域
間
格
差

の
調
整
や
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
ご
要
望
を
含
め
、
市
民

バ
ス
に
関
す
る
包
括
的
な
検
討
を
行

い
、「
市
民
バ
ス
交
通
計
画
」
を
策
定

す
る
考
え
で
す
。

・
情
報
政
策
・
公
聴
政
策
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
統
一
番
組
放
送
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
け
る
各
部
署
か
ら
の
情
報

の
発
信
を
行
う
ほ
か
、
併
せ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
市
民
の
皆

様
が
自
宅
か
ら
電
子
申
請
・
届
出
等

が
で
き
る
よ
う
漸
次
体
制
を
整
る
考

え
で
す
。

ま
た
、
市
政
懇
談
会
や
地
域
委
員

会
と
の
連
携
に
加
え
、
市
の
重
要
な

施
策
や
条
例
等
の
策
定
を
行
う
際
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
導
入

し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
尾
原
ダ
ム
・
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
建
設
事
業
に
つ
い
て

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
ダ
ム
本
体
工
事
に
向
け
た
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
17
年
度
末
に
は
ダ
ム
本
体
の
１

期
工
事
が
発
注
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

り
、
工
事
に
伴
う
安
全
対
策
等
に
万

全
を
期
す
よ
う
関
係
機
関
と
十
分
に

連
携
を
と
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
整

備
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画

に
基
づ
く
公
認
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
整

備
の
た
め
の
準
備
や
地
元
、
関
係
機

関
で
組
織
す
る
地
域
活
性
化
に
向
け

た
協
議
会
の
設
立
な
ど
推
進
体
制
の

整
備
に
着
手
し
ま
す
。

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度
、

日
本
道
路
公
団
、
島
根
県
高
規
格
道

路
事
務
所
に
お
い
て
、
三
刀
屋
木
次

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら

吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
間
の
用
地
買
収
に
着

手
し
、
契
約
締
結
後
本
体
工
事
が
発

注
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
か
ら
県
境

間
は
、
設
計
協
議
調
印
式
を
終
え
、

平
成
17
年
度
に
は
用
地
測
量
調
査
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
の
今
後
一
層
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
平
成
17

年
度
は
、
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
の
経
過

措
置
分
と
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
継
続
事
業
を
中
心
に
、
ま
た
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ

出
雲
大
東
駅
周
辺
整
備
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

③
誰
も
が
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち

・
保
健
・
医
療
・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
身
体
能

力
の
維
持
を
テ
ー
マ
に
研
究
、
啓
発

を
行
う
「
身
体
教
育
医
学
研
究
機
関
」

の
平
成
18
年
度
の
開
設
に
向
け
、
調

査
、
検
討
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
の
設
立
に
よ
り
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
「
雲
南
市
老
人
ク
ラ

ブ
」
へ
は
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
予

防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
図

ら
れ
、
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
る

見
込
み
で
す
が
、
適
切
な
在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
円
滑
に
提
供
で
き
る
体
制
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
体

系
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
一
層
の
介
護
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
進
め
ま
す
。

・
障
害
者
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
確
実
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
情
報
提
供

や
相
談
活
動
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
児
童
福
祉
に
お
い
て
は

「
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
組
み
や
相
談
体
制
の
充

実
を
進
め
、
さ
ら
に
は
、
児
童
虐
待

防
止
を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
置
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

な
お
、
国
の
構
造
改
革
特
区
の
指

定
を
受
け
、
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
幼
保
一
体
化
施
設
で
あ
る
加
茂

幼
児
園
が
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、

就
学
前
の
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
対

策
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出

来
る
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

3
つ
の
基
本
方
針

5
つ
の
基
本
施
策

平成17年度　施政方針

生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く

新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

速水雄一市長広域路線バス



み な さ ん の ご 意 見 を 市 政 に 反 映 す る  

　市では「市民が主役の自治のまち」をめざし、住民と行政の協働によるまちづくりを進めていきます。その中で、市民の

みなさんから幅広く多様な意見をいただき、市政に反映していくパブリック・コメント制度を平成17年度から導入します。 

　この制度は、政策・計画・条例などの策定課程における公正性の確保と透明性の向上を図るとともに、みなさんの市政

への参画を推進することを目的としています。 

①総合計画等市の基本的な政策を定める計画、個別行政分野において広く市

民生活に影響を与える施策の基本的事項を定める計画の策定又は変更。 

②市の基本的な制度や方針を定める条例の制定又は改廃。 

③市民等に義務を課し、又は権利を制限する条例（金銭徴収に関する条項を除

く。）の制定又は改廃。 

④市民の公共の用に供する重要な施設に係る基本計画の策定又は変更。 

⑤前各号に掲げるもののほか、制定又は改廃しようとする制度等の趣旨、市民

等への影響を勘案して、パブリック・コメント手続きを実施することが適当で

あると実施機関が判断したもの。 

パブリック・コメント制度の対象には次のものがあります 

市の基本的な政策や条例等の策定過程において、案の段階でその趣旨、内容を広く公表し、市民等からその政策に対する意見・情報の提出を受け、その寄
せられた意見等に対する市の考え方を明らかにするとともに、提出された意見等を考慮して実施機関としての意思決定を行う一連の手続きをいう。 

パブリック・コメント制度 

パブリック・コメント制度の流れ 

政策等の原案の策定 

○案 
○趣旨・目的・背景 
○実施機関の考え方、論点 
○関連資料 

書面提出・郵便・電子メール・ＦＡＸ 
その他実施機関が適当と認める方法 
※住所・氏名・連絡先を明記 

原案の公表 

○提出された意見の概要 
○意見に対する実施機関の考え方 
○案を修正したときは修正内容 

結果の公表 
議会提案・議決 

政策等の実施・執行 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き 

政策等の意思決定 

意見受付 

○市報「うんなん」、ホームページへの掲載 
○雲南夢ネットへの掲載 
○本庁及びセンター担当課での閲覧 
○その他実施機関が必要と認める方法 

公表方法 

○意見を取り入れる場合→意見に基づき案を修正 
○意見を取り入れない場合→市の考え方、取り入れなかった理由を説明 

提出された意見を考慮 

※条例など議会にかける案件の場合 

1ヵ月以上 

パブリック・コメント制度がスタートします 
［問い合わせ先］雲南市政策企画部情報政策課　  0854ー40ー1015
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④
ふ
る
さ
と
を
愛
し
豊
か
な
心
を

育
む
教
育
と
文
化
の
ま
ち

・
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
家
庭
や

地
域
に
お
け
る
教
育
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
進
む
べ
き
方

向
や
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
「
雲
南
市
教

育
基
本
計
画
」
策
定
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

併
せ
て
不
登
校
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
「
不
登
校
対
策
の
実
施
計
画
」

も
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
国
際
理

解
教
育
の
一
環
と
し
て
外
国
語
教
育

を
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
実

施
し
、
英
会
話
等
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

雲
南
市
に
お
い
て
も
、
平
成
17
年
度

は
旧
６
町
村
内
か
ら
一
校
ず
つ
モ
デ

ル
校
を
指
定
し
て
英
語
教
育
を
実
施

し
、
平
成
18
年
度
か
ら
全
小
学
校
へ

拡
大
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
海
潮
幼
稚
園
施
設
を
移
転
新
築

す
る
ほ
か
、
掛
合
統
合
小
学
校
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
波
多
小
学
校
を

除
く
４
校
を
統
合
し
、
新
し
い
掛
合

小
学
校
を
平
成
20
年
度
開
校
の
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
に
つ
い
て

永
井
隆
平
和
賞
事
業
は
、
引
き
続

き
市
を
挙
げ
て
開
催
し
、
永
井
隆
博

士
の
「
如
己
愛
人
」
の
精
神
と
「
平

和
を
」
の
願
い
を
、
21
世
紀
を
担
う

若
い
世
代
に
伝
え
、
人
類
普
遍
の
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
機
会
と
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
次
代
の
研
究
者
を
目
指
す

若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
「
炎ほ

む
ら

塾じ
ゅ
く

・

風
土
記
専
門
講
座
」
を
開
設
し
、
歴

史
学
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、

加
茂
岩
倉
遺
跡
を
周
遊
す
る
園
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

・
人
権
教
育
に
つ
い
て

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
へ
の
取

り
組
み
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
情
報

収
集
、
分
析
等
を
行
い
「
人
権
施
策

推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
策
定

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
雲
南
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
推
進
に

関
す
る
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
広
報
活
動
や
啓
発
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
「
雲
南
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

⑤
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
が
発
展
す
る
ま
ち

・
産
業
振
興
に
つ
い
て

雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設

立
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
を

対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
の
把
握
・
国
内

事
例
調
査
等
の
基
礎
調
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
、
組
織

形
態
の
検
討
、
企
業
支
援
活
動
や
販

路
開
拓
活
動
等
事
業
計
画
の
策
定
を

行
い
、
実
施
に
向
け
て
の
方
策
を
決

定
し
、
早
期
の
設
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
事

業
を
実
施
す
る
事
業
者
や
事
業
所
に

対
し
て
助
成
を
す
る
「
商
工
業
活
性

化
支
援
補
助
制
度
」
と
「
企
業
立
地
促

進
助
成
交
付
制
度
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
、
商
工
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
り

雲
南
市
全
域
が
過
疎
法
の
指
定
地
域

と
な
っ
た
た
め
、
現
行
の
集
落
に
加

え
加
茂
町
の
集
落
が
事
業
の
該
当
地

域
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
か
ら
新
制
度
と
な
り

ま
す
が
、
説
明
会
等
を
通
し
て
、
対

象
全
集
落
の
取
り
組
み
を
強
く
推
進

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
吉
田
町
上
山
地
内
に
50
頭

規
模
の
和
牛
繁
殖
基
地
を
建
設
し
、

併
せ
て
放
牧
場
も
整
備
し
ま
す
。
今

後
、
他
事
業
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、

規
模
拡
大
を
目
指
す
所
存
で
す
。

①
行
政
評
価
制
度
の
導
入
を
進
め
、

自
治
体
運
営
を
経
営
的
な
視
点
に

立
っ
て
効
率
的
で
効
果
的
な
自
治

体
経
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
行
財
政
機
能
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

雲
南
市
に
お
い
て
は
、
組
織
機
構

に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
行
政

需
要
や
課
題
に
対
し
て
関
係
す
る

部
署
が
横
断
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

課
題
解
決
ま
で
期
間
限
定
組
織
を

編
成
す
る
な
ど
柔
軟
な
組
織
編
制

を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
趣
旨
に
沿
い
組
織
の
点
検

を
行
い
、
ま
た
、
合
併
後
に
お
け

る
本
庁
と
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
役

割
や
業
務
分
担
を
検
証
し
、
必
要

に
応
じ
組
織
体
制
の
再
編
成
を
行

い
ま
す
。

③
職
員
数
の
削
減
に
向
け
、
類
似
団

体
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
事
務

事
業
の
見
直
し
と
合
わ
せ
、
定
員

管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
新
し
い
日
本
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
実
現
は
、
こ
こ
数
年

の
地
域
経
営
と
行
財
政
の
改
革
に
か

か
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結

集
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
平
成
17
年

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
７
日

雲
南
市
長
　
速
水
　
雄
一

平成17年度　施政方針

行
財
政
改
革
に
つ
い
て


